
2 月 23 日（日） 

自己憐憫の落とし穴には、よくよく注意しなさい。 

具合が悪かったり、疲れきっているときには、この悪魔の罠

は、あなたが直面する最大の危険となる。 

この穴の淵にすら、近寄ってはならない。淵は崩れやすく、

知らないうちに、もう落ちかけているからだ。 

穴から抜け出すのは、とてつもなく難しい。常に安全な距離

を置いているほうが、はるかにたやすい。 

だからこそ、わたしはあなたに気をつけるように言っている

のだ。 

自己憐憫からあなた自身を守るには、いくつかの方法がある。 

わたしへの賛美と感謝で心がいっぱいになっているときに、

自分をかわいそうだと思うことはありえない。 

また、わたしの近くで生きれば生きるほど、あなたと落とし

穴のあいだの距離は広がる。 

わたしの顔から目を離さずに、わたしの光の中で生きなさい。 

そうすればあなたは、つまずくことも落ちることもなく、自

分に定められている競争を忍耐強く走り抜くことができる。 
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【新改訳 2017】 

詩篇 89:15  

幸いなことよ喜びの叫びを知る民は。【主】よ彼らはあなたの

御顔の光の中を歩みます。 

詩篇 89:16  

彼らはあなたの御名をいつも喜びあなたの義によって高く上

げられます。 

ヘブル 12:1（ＮＡＳＢ） 

こういうわけで、このように多くの証人たちが、雲のように私

たちを取り巻いているのですから、私たちも、一切の重荷とま

とわりつく罪を捨てて、自分の前に置かれている競走を、忍耐

をもって走り続けようではありませんか。 

へブル 12:2（ＮＡＳＢ）  

信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さない

でいなさい。この方は、ご自分の前に置かれた喜びのために、

辱めをものともせずに十字架を忍び、神の御座の右に着座さ

れたのです。 


